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様式2-1　表紙
	※　事務局記入欄：受付日　  年　  月　  日
　　　　　　　　　受付番号：　　　　　　　　　
きぼう第2期船内実験室利用候追加ーマ募集
テーマ提案書
独立行政法人　宇宙航空研究開発機構
　有人宇宙環境利用ミッション本部
　宇宙環境利用センター
　センター長　吉村　善範　殿
所属機関名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
所属組織長
　　　　　フリガナ
役職名・氏名　　　　　　　　　　　　　　　　印
研究代表者所属部署　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　フリガナ
役職名・氏名　　　　　　　　　　　　　　　　印
「きぼう」第2期船内実験室利用追加テーマの募集に係る下記のテーマを提案します。
●テーマ名 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●利用希望装置
1□流体物理実験装置（FPEF）　　　　  2□溶液結晶化観察装置（SCOF）
　　 3□タンパク質結晶生成装置（PCRF）　　4□温度勾配炉（GHF）
　　 5□細胞培養装置/クリーンベンチ（CBEF/CB）
　　　　□細胞供試体(CEU)、□植物供試体(PEU)、□計測供試体(MEU)

　　 6□水棲生物実験装置（AQH）　　　　　 7□多目的実験ラックを利用した小型実験
　　 8□提案者が持ち込む単独の小型装置による実験
　　 9□画像取得処理装置（IPU）　　　　　　10□高精細度テレビジョンカメラ
　　11□軌道上冷凍冷蔵庫（MELFI）　　　　 12□蛍光顕微鏡
　　13□パーティクルカウンタ(クリーン清浄度モニタ)
　　14□ヒト対象実験機器あるいは生理学研究用機器
　　　　□ホルター心電計　□宇宙医学実験支援システム
　　15□受動積算型宇宙放射線線量計(PADLES)
　　16□実験支援副資材（LSE）（資材名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　17□その他
●審査希望分野　1□生命科学と関連技術開発　　2□物質科学と関連技術開発　　　　　　　　　　　　　　　　3□宇宙医学生物学と関連技術開発　4□その他
●キーワード　　　　　　　　　　　　　　　


「様式2-1　表紙」の作成要領
・所属機関名および所属組織長
　所属機関名、所属組織長の役職名、氏名およびフリガナを記入してください。
　応募に際しては、所属組織長の承認と押印が必要となります。所属組織長とは、例えば、大学の場合には学部長、国公立試験研究機関の場合には部長相当の役職者です。提案書類の提出期間内に手続きが間に合わない場合には、9月末までに正式なものを提出してください。
・研究代表者
　研究代表者の所属部署、役職名、氏名およびフリガナを記入してください。氏名欄に、記名・捺印または署名してください。
●テーマ名
　英数字を含め全て全角で、40字以内で記述してください。
●利用希望装置
　希望する宇宙実験装置にチェックしてください。実験内容に応じて複数の装置を選択してください。
●審査希望分野
　希望する分野にチェックしてください。
●キーワード
　今回提案するテーマについて、キーワードを3つ程度記入してください。テーマ内容を端的に表すものとしてください。














































































































































































































































































